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2012 年 7 月 27 日，4 年に一度開
催されるスポーツの祭典オリンピッ
クがロンドンで華々しく開幕しまし
た。

開会式前に先行して行われたサッ
カーの予選リーグで日本は男女とも
勝ち点 3 を取って幸先良いスタート
を切り，これからの日本チームのメ
ダルラッシュかと期待が膨らみまし
た。そして編集後記を執筆している
現在は，オリンピックが始まっては
や 1 週間が過ぎ，金メダル 2 個と予
想よりは少ないものの，金・銀・銅
合わせて 17 個と中国，アメリカに
ついで 3 位とこれからさらに期待さ
れます。

これら大会の各競技に取り組む各
国選手の姿は，それぞれ勝敗に対す
る表現の違いはあっても，全世界の
人々に「夢」と「力」と「希望」を
与えていることだと思います。

一方，国内に目を向けると，日本
の夏の風物詩のひとつである「夏の
甲子園」が 8 月 8 日から始まります。
こちらは若者の試合にかける情熱と
清清しさが，夏の空に眩しく映りま
す。かたや日本国民の代表として，

かたや郷土の代表としてひた向きに
頑張る姿は，閉塞気味の日本社会は
言うに及ばず，未だ震災の傷跡も癒
えない中で復興に頑張っている方々
にとっても大きな支えと，一服の清
涼剤となっているのではないでしょ
うか。

さて今回の特集は「工場，プラン
ト，生産設備の災害対策」というこ
とで，基礎，地盤改良，耐震補強，
液状化防止などの事前予防対策，既
存施設における防災対策の処置例な
どを編集方針として技術報文を 9 件
掲載しておりますが，少し液状化対
策に特化したものとなっています。

巻頭言では，早稲田大学の濱田教
授が「対津波学の構築と津波対策の
推進」として津波に対する新たな提
唱をされています。また，交流の広
場では東海大学の渡邉教授，随想で
は熊本大学の小林教授にご寄稿頂き
ました。

最後になりましたが，ご多忙中に
もかかわらず，快くご執筆を引き受
けて頂いた方々，またその仲介をし
て頂いた方々，並びに編集を担当し
て頂いた方々に，心から厚く御礼申
し上げます。

� （藤島・船原）

9 月号「防災，安全を確保する社会基盤整備特集」予告
・東北地方太平洋沖地震を踏まえた津波警報の改善
・断層用鋼管の開発
・耐震補強等に用いるあと施工型せん断補強技術　RMA 工法
・杭頭と構造物底盤を絶縁・分離する杭頭絶縁免震工法の開発
・地盤の不飽和化による液状化対策技術　空気注入不飽和化工法（Air-des 工法）の開発
・マイクロバブルによる液状化対策技術
・地下鉄道の火災と排煙対策
・250,000kL LNG 地下タンク建設に向けた取り組み
・高知県における堤防の耐震・津波対策
・上層階先行供用開始後の下部免震化工事　岐阜市民病院施工報告
・GPS 津波計測ブイシステム　GPS を搭載した海洋ブイによる津波早期検出システム
・ダム貯水池内における地すべり対策工事　大滝地区地すべり対策工事
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